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企画調整グループ
１　職員の勤務時間その他の勤務条件について

職員の勤務時間、休日、休暇等については、おおむね国に準じ、次の条例、規則及び規程に基づき実施している。なお、効率的な業務運営、職員の健康保持・増進を図る観点から、要綱、指針等に基づき、時間外勤務の縮減に向けた取り組みを行った。

○　職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例（平成7年大阪府条例第4号）

○　職員の勤務時間、休憩時間等に関する規程（昭和41年大阪府訓令第1号）

○　技能労務職員就業規則（平成23年大阪府規則第22号）

２　職員団体及び労働組合について

（1）交渉等について

一般職員の職員団体として大阪府職員労働組合及び自治労大阪府職員労働組合が、技能労務職員の労働組合として大阪府従業員組合、大阪府職員労働組合現業評議会及び自治労大阪府職現業労働組合がそれぞれ結成されている。また、連合体として、大阪府労働組合連合会及び大阪府関連労働組合連合会が結成されている。

ア　大阪府職員労働組合及び自治労大阪府職員労働組合について

　　　　地方公務員法第3章第9節各条及び職員団体の登録に関する条例に基づき、大阪府職員労働組合及び自治労大阪府職員労働組合が結成されている。平成30年度に、職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、それぞれの職員団体から大阪府当局に要求があり、交渉を行った。

イ　大阪府従業員組合について

　　　　大阪府従業員組合は、地方公営企業等の労働関係に関する法律及び労働組合法に基づき、地方公営企業等の労働関係に関する法律附則第５項に規定する一般職に属する職員によって組織された労働組合である。大阪府は、地方公営企業等の労働関係に関する法律第７条及び労働組合法第14条の規定により、同組合との間に昭和28年2月11日以来引き続き労働協約を締結し、同協約に基づき業務協議会を設置して、賃金その他給与に関する事項、その他の勤務条件等、労働協約第3条各号に定める事項を協議した。

ウ　大阪府職員労働組合現業評議会及び自治労大阪府職現業労働組合について

　　　　地方公営企業等の労働関係に関する法律及び労働組合法に基づき、地方公営企業等の労働関係に関する法律附則第５項に規定する一般職に属する職員であって、大阪府職員労働組合に加入している者による大阪府職員労働組合現業評議会、並びに自治労大阪府職現業労働組合が結成されている。

　　　　大阪府は、地方公営企業等の労働関係に関する法律第７条及び労働組合法第14条の規定により、労働協約を締結し、賃金その他給与に関する事項、その他の勤務条件等、それぞれの労働協約第2条各号に定める事項を協議した。

エ　大阪府労働組合連合会（府労連）及び大阪府関連労働組合連合会（府労組連）について

　　　　自治労大阪府職員労働組合、大阪府従業員組合及び大阪府教職員組合の連合体として府労連が、大阪府職員労働組合及び大阪教職員組合の連合体として府労組連が結成されているが、平成30年度中において、職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、それぞれの団体から大阪府当局に要求があり、交渉を行った。

（2）労使条例の運用について

適正かつ健全な労使関係の維持及び向上を図り、もって公務の能率の増進及び府政に対する府民の信頼の向上に資するため、府と職員団体等との交渉等に関し必要な事項を定めた「労使関係における職員団体等との交渉等に関する条例（平成25年大阪府条例第104号）」及び「労使関係における職員団体等との交渉等に関する条例施行規則（平成26年大阪府規則第23号）」に基づき交渉等を行うとともに、交渉内容の公表等を行った。

３　給与制度の概要について

（1）一般職の職員の給与関係条例等について

一般職の職員の給与は、次の条例及び規則に基づき支給している。

ア　条　　　　　例

職員の給与に関する条例（昭和40年大阪府条例第35号）

職員の管理職手当の特例に関する条例（平成27年大阪府条例第2号）

職員の特殊勤務手当に関する条例（平成10年大阪府条例第41号）

　職員の期末手当及び勤勉手当に関する条例（昭和39年大阪府条例第45号）

職員の退職手当に関する条例（昭和40年大阪府条例第4号）

職員の育児休業等に関する条例（平成4年大阪府条例第1号）

外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等に関する条例（昭和63年大阪府条例第1号）

公益的法人等への職員の派遣等に関する条例（平成13年大阪府条例第71号）

一般職の任期付研究員の採用等に関する条例（平成13年大阪府条例第70号）

一般職の任期付職員の採用等に関する条例（平成14年大阪府条例第86号）

職員の高齢者部分休業に関する条例（平成17年大阪府条例第147号）

職員の配偶者同行休業に関する条例（平成26年大阪府条例第176号）

　　　　
イ　規　　　　　則

（知事部局職員に適用されていないものを除く。）

職員の給料に関する規則（昭和41年大阪府人事委員会規則第1号）

平成２３年改正条例附則第７項から第９項までの規定による給料に関する規則（平成23年大阪府人事委員会規則第5号）

職員の給与の支給方法等に関する規則（昭和41年大阪府人事委員会規則第11号）

職員の給料の調整額に関する規則（平成15年大阪府人事委員会規則第20号）

職員の管理職手当に関する規則（昭和41年大阪府人事委員会規則第2号）

職員の初任給調整手当に関する規則（昭和41年大阪府人事委員会規則第3号）

職員の扶養手当に関する規則（昭和41年大阪府人事委員会規則第4号）

職員の地域手当に関する規則（平成13年大阪府人事委員会規則第6号）

職員の住居手当に関する規則（昭和49年大阪府人事委員会規則第20号）

職員の通勤手当に関する規則（昭和41年大阪府人事委員会規則第5号）

職員の単身赴任手当に関する規則（平成2年大阪府人事委員会規則第4号）

職員の特殊勤務手当に関する規則（平成10年大阪府人事委員会規則第12号）

職員の農林漁業普及指導手当に関する規則（平成10年大阪府人事委員会規則第9号）

職員の時間外勤務手当に関する規則（平成6年大阪府人事委員会規則第1号）

職員の休日勤務手当に関する規則（昭和48年大阪府人事委員会規則第6号）

職員の宿日直手当の額を定める規則（昭和41年大阪府人事委員会規則第10号）

職員の管理職員特別勤務手当に関する規則（平成3年大阪府人事委員会規則第22号）

職員の期末手当及び勤勉手当に関する規則（昭和39年大阪府人事委員会規則第3号）

職員の退職手当に関する規則（昭和40年大阪府人事委員会規則第3号）

職員の育児休業等に関する規則（平成11年大阪府人事委員会規則第20号）

外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等に関する規則（昭和63年大阪府人事委員会規則第1号）

公益的法人等への職員の派遣等に関する規則（平成13年大阪府人事委員会規則第24号）

一般職の任期付研究員の採用等に関する規則（平成13年大阪府人事委員会規則第23号）一般職の任期付職員の採用等に関する規則（平成14年大阪府人事委員会規則第19号）

上記の条例及び規則の規定内容は、おおむね国のとおりである。

（2）知事等の給与関係条例について

　　　知事及び副知事の給料、手当及び旅費に関する条例（昭和22年大阪府条例第18号）

知事等の給料及び期末手当の特例に関する条例（平成27年大阪府条例第3号）

特別職の秘書の職の指定等に関する条例（平成16年大阪府条例第4号）

（3）現行給与制度の概要について

ア　給料に関すること

（ア）給　　料　　表

給料表の体系は、国に準じて適用している。

（イ）級　の　格　付

職務の級の区分、等級別基準職務表及び級別資格基準は、ほぼ国の取扱いに準じている。

　　　（ウ）初　　任　　給

採用時の初任給基準においては、府内の民間企業の新規採用者との均衡及び人材確保の観点から国に比し、4号高となっている。

（エ）昇給、昇格

基本的な取扱いは国どおりである。また、主査級以上の職への昇任の際には2号の昇給を実施している。

（オ）給料の調整額

社会福祉施設等に勤務する専門職員について、国の例に準じ給料の調整額を支給している。

イ　諸手当に関すること

（ア）地　域　手　当

民間の賃金水準及び物価等を考慮して、給料、管理職手当、扶養手当の月額の合計額の11％（医療職給料表（一）の適用を受ける職員については15％、東京都特別区に勤務する職員については14％）を支給している。

（イ）管理職手当

課長級以上の職にある者に対し、その者の占める職に応じ区分を定め、給料表の別並びに職務の級及び区分に応じて定める額を支給している。

（参考）５％カット(平成9年4月1日～平成31年3月31日)

（ウ）初任給調整手当

医療職給料表（一）の適用を受ける医師又は歯科医師について、国の4種の額に準じて支給している。（上限月額250,900円）

（エ）扶　養　手　当

扶養に係る手当について、国に準じて支給している。

（オ）住　居　手　当

借家・借間に係る手当について、国に準じて支給している。

（カ）通　勤　手　当

原則として６箇月の通勤に要する運賃等の額を支給することとしている。（交通用具使用者については、使用距離により、月額2,000円から31,600円（通勤が困難であると認められる身体に障害を有する職員にあっては43,600円を超えない範囲内で人事委員会規則で定める額）に支給対象期間の月数を乗じた額を支給している。）

（キ）特殊勤務手当

基本的には国に準じているが、国にない府独自の業務については、その職務内容や他府県との均衡等を考慮して支給している。

（ク）時間外勤務手当

同一週を超える週休日の振替等による時間外勤務手当及び勤務1時間当たりの給与額については、労働基準法の規定等の趣旨を踏まえて定めているほかは国に準じて支給している。

（ケ）休日勤務手当及び夜間勤務手当

勤務1時間当たりの給与額については、労働基準法の規定等の趣旨を踏まえて定めているほかは国に準じて支給している。

（コ）宿日直手当

宿日直手当として勤務1回につき6,700円（半日直の場合は3,350円）を支給している。

（サ）期末手当及び勤勉手当

国の支給率に準じて支給している。

（シ）退　職　手　当

国の支給率に準じて支給している。

（ス）その他手当

単身赴任手当及び管理職員特別勤務手当については、国の制度に準じて支給している。

（4）技能労務職員の給与について

技能労務職員（現業職員）については「技能労務職員の給与の種類及び基準に関する条例

（平成23年大阪府条例第５号）」により給与を支給している。

（5）特別職の給料及び手当について

「知事及び副知事の給料、手当及び旅費に関する条例」等により給料等を支給しているほか、知事、副知事、教育長等の給料、期末手当及び退職手当を、平成27年4月1日から平成31年3月31日まで次のとおり減額している。

（参考）知　事：給料　30%、期末手当　30%

　　　　副知事：給料　14%、期末手当　15%、退職手当　50%

　　　　教育長：給料　 4%、期末手当　10%、退職手当　50%

４　職員の給与制度の改正等について

（1）平成30年度の給与改定

平成30年4月の公民の給与較差等に基づく給与改定についての勧告を踏まえ、「職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例（平成30年大阪府条例第102号）」により、所要の改正を行った。

ア　給料表の改定（平成31年1月1日～）

　　公民較差を踏まえ、平成31年1月から給料表を改定し、給料月額の引下げを行った。
　また、平成30年4月から12月までの較差相当額を解消するため、平成31年2月の給料月額において、所要の調整を行った。

　　

　　　　イ　期末手当及び勤勉手当の支給割合の改定（平成30年4月1日～）

　　　期末手当及び勤勉手当の支給割合の引上げを行った。
また、国の取り扱いに準じて、平成31年度以降に支給される期末手当について、6月期と12月期の支給割合が均等となるよう配分を見直した。

　　　（参考：改正の概要）

　　　　ア　  人事委員会勧告（平成30年10月）を踏まえ、公民の給与較差（▲0.50％）を解消するため、行政職給料表は給料月額を0.6%引き下げることを基本としつつ、初任給は引き下げないこととし、初任給以外の若年層も現行の給料表における昇給カーブとのバランスを踏まえ、引き下げない、あるいは引き下げ率を緩和する改定を行った。行政職給料表以外の給料表は、行政職給料表との均衡を基本として改定を行った。

　　　　　　　また、平成30年4月から12月までの較差相当額を解消するための平成31年2月の給料月額における調整は、若年層の負担を軽減する方法により行った。
イ　  人事委員会勧告（平成30年10月）を踏まえ、民間の特別給の支給割合との均衡を図るため、支給月数を0.05月分引き上げた。民間の特別給の支給状況等を踏まえれば、勤勉手当のウエイトをより高めることが適当であると考えられることから、引上げ分は勤勉手当に配分することとした。なお、任期付研究員及び特定任期付職員の期末手当についても、同様に支給月数を引上げた。
　
　（2）平成31年度の特例減額

財政状況を踏まえ、管理職手当の支給額の5％を減額する特例減額期間を令和2年3月

31日まで延長した。

（3）技能労務職給料表の改定（平成31年1月1日～）

職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例（平成29年大阪府条例第102号）の内容に準じて改定した。

５　特別職の給料及び手当の改正等について

　 (1)　平成31年度の特例減額

　　　　財政状況を踏まえ、知事、副知事等の給料及び期末手当の支給額の減額を行う特例減額期間を令和2年3月31日まで延長した。

　

６　職員の旅費について

職員の旅費は、次の条例、規則及び通知等に基づき支給している。
○　職員の旅費に関する条例（昭和40年大阪府条例第37号）

○　職員の旅費に関する規則（昭和41年大阪府人事委員会規則第14号）

○　職員の旅費に関する条例の運用について（通知）（昭和41年大人委第557号）

○　旅費の支給について（通知）（昭和41年1月17日給内第101号）

７　働き方改革の推進について

少子高齢化、共働き世帯の増加などに伴い、仕事と家庭を両立した働き方の重要性を踏まえ、長時間労働を是正し、柔軟な働き方ができるよう、職員が働きやすい職場づくりに向けた取り組みを行った。
健康管理グループ

１　職員健康管理事業

　職員の疾病予防､健康の保持増進のための各種健康診断､安全衛生教育の実施、快適な職場環境を確保するため、各種事業等を実施することにより職員の元気回復を図り､また職員の健康、心身等の諸問題について相談に応じることで、勤労意欲を高めると同時に､職場能率の向上を図ることを目的として健康管理事業を行った。

　　また、大阪府職員安全衛生管理規程により、安全衛生協議会等を設置し、産業医を５名任命するとともに、嘱託産業医を本庁に７名（うちストレス相談室に５名）及び府内各地域に１８名を配置するなど健康管理体制の強化に努めた。
　根 拠 法 令  　　地方公務員法

　　　　　　     　労働安全衛生法

　　　　　　   　　大阪府職員安全衛生管理規程

（１）　一般定期健康診断

ア　健 診 結 果

	区　　　分
	要受診者
	受診者
	受診率
	１　　　次　　　健　　　診
	２　　　次　　　健　　　診

	
	
	
	
	異常なし
	要観察
	要医療
	要精検
	異常なし
	要観察
	要医療
	未受診

	全  職  員
	6,338
	6,021
	95.0
	2,478
	1,509
	2,034
	0
	0
	0
	0
	0

	内

 訳
	29歳以下
	1,286
	1,234
	96.0
	862
	263
	109
	0
	0
	0
	0
	0

	
	30～34歳
	839
	773
	92.1
	462
	204
	107
	0
	0
	0
	0
	0

	
	35歳以上
	3,851
	3,652
	94.8
	916
	946
	1,790
	0
	0
	0
	0
	0

	
	雇 入 時
	362
	362
	100.0
	238
	96
	28
	0
	0
	0
	0
	0


 (注)　人間ドック受診者を除く。

イ　２次健診結果（検査項目別内訳）

	検 査 項 目
	対　象　者
	受　　　　　　　　診　　　　　　　　者
	未受診者

	
	
	異 常 な し
	要　観　察
	要　医　療
	合　　　計
	

	胸部X線
	０
	０
	０
	０
	０
	０

	血圧
	０
	０
	０
	０
	０
	０

	腎臓泌尿器
	０
	０
	０
	０
	０
	０

	糖代謝
	０
	０
	０
	０
	０
	０

	肝機能
	０
	０
	０
	０
	０
	０

	脂質
	０
	０
	０
	０
	０
	０

	貧血
	０
	０
	０
	０
	０
	０

	心電図
	０
	０
	０
	０
	０
	０


（２）　業務別特別健康診断

	業 務 別
	回別
	要受診者
	受 診 者
	受 診 率
	健　　　診　　　結　　　果

	
	
	
	
	
	異常なし
	要観察
	要治療
	業務禁止

	放射線
	１
	人

３２
	人

３２
	％

１００．０
	人

３２
	人

０
	人

０
	人

０

	
	２
	３１
	２８
	９０.３
	２８
	０
	０
	０

	手指作業
	１
	４１
	４０
	９７．６
	４０
	０
	０
	０

	
	２
	４１
	４０
	９７．６
	４０
	０
	０
	０

	有機溶剤
	１
	６５
	６５
	１００．０
	６５
	０
	０
	０

	
	２
	６４
	６３
	９８．４
	６３
	０
	０
	０

	特定化学物質
	１
	４２
	４１
	９７．６
	４１
	０
	０
	０

	
	２
	４０
	３９
	９７．５
	３９
	０
	０
	０

	重度心身障がい者

介護業務
	１
	１８１
	１７３
	９５．６
	１７３
	０
	０
	０

	
	２
	１７７
	１６９
	９５．５
	１６９
	０
	０
	０

	振動
	１
	８５
	８１
	９５．２　
	８１
	０
	０
	０

	
	２
	８３
	７９
	９５．３　
	７９
	０
	０
	０

	騒音
	１
	０
	０
	―
	―
	―
	―
	―

	
	２
	０
	０
	―
	―
	―
	―
	―

	高気圧
	１
	０
	０
	―
	―
	―
	―
	―

	
	２
	０
	０
	―
	―
	―
	―
	―

	ＶＤＴ

作業
	１
	７００
	６３４
	９０．６
	６３４
	０
	０
	０

	海外派遣
	随時
	４
	４
	１００．０　
	３
	１
	０
	０

	粉じん
	1/３年
	０
	０
	―
	―
	―
	―
	―


（３）　その他の健康診断

ア　胃集団検診（人間ドック受診者を除く。）

	受検対象者
	受検者
	検　　　　　　　　　　　診　　　　　　　　　　　結　　　　　　　　　　　果

	
	
	異常なし
	要精検者
	精　　　　　　　検　　　　　　　結　　　　　　　果

	
	
	
	
	異常なし
	要観察
	要医療
	未受診

	2,831
	1,478
	1,459
	19
	6
	5
	1
	7


(注)　異常なしには、精検に至らない有所見者を含む

イ　女性検診

	項目
	受検対象者
	申込者
	受検者
	異常なし
	要観察
	要再検
	要精検
	要治療

	子宮

(20歳以上

の偶数年齢)
	人
	人
	人
	人
	人
	人
	人
	人

	
	1,537
	560
	479
	440
	28
	2
	6
	3

	
	
	
	
	(473)
	(0)
	(1)
	(5)
	(0)

	乳房

(35歳以上

の偶数年齢)
	872
	226
	198
	180
	9
	0
	9
	0


＊　(　)は細胞診判定（がん判定）の人

ウ　大 腸 検 診（人間ドック受診者を除く。）

	受  検

対象者

40歳以上

職    員
	申込者
	決定者
	受検者
	検　　　診　　　結　　　果

	
	
	
	
	異常なし
	要精検者

	人

3,067
	人

1,135
	人

1,135
	人

1,002
	人

959
	人

43


エ　臨時健康診断（過重労働による健康障害防止のための健康診断）

	対象者
	受診者
	健診結果

	
	
	異常なし
	要観察
	要治療

	人

0
	人

0
	人

0
	人

0
	人

0


（４）　安全衛生教育他

ア　安全週間、労働衛生週間行事         ７月、１０月の２回

イ　職場別健康教育                           　　　　３回

ウ　「職員健康管理事業」の作成配付

エ　啓発冊子等の配布

オ　３０歳職員健康教育　　　　　　　　　　　　　　　 ２回

カ　環境衛生大掃除　　　　　　　　　　　 ３回      全職場
キ　ネズミ駆除１回、ゴキブリ駆除１回           全出先機関

ク　事務室環境測定機器の設置                       ４カ所

ケ　有害物質取扱作業場環境測定           ２回  １４事業所

コ　禁煙講座等（メールによる禁煙サポート含む。）　　　３回

サ　４０歳職員健康教育　　　　　　　　　　　　　　 　５回

　

（５）　体育、文化、レクリエーション

	事    業    名
	事  業  内  容

	体育・文化クラブの育成
	体　育　部　　１７部

文　化　部　　　８部


（６）　保健指導及び健康相談

　　　　ア　過重労働による健康障害防止のための産業医による保健指導等

　　　　(ｱ) 所属長に対する助言指導　　　　　　　　　　　　 　２９人

　　　　　　所属長に対する再助言指導　　　　　　　　　　　　　 ０人

　　　　(ｲ) 職員に対する保健指導　　　　　　　　　　　　　 １０５人

      　　　職員に対する再保健指導　　　　　　　 　　　　　　　０人

・　本庁産業医

(ｱ) 健診・人間ドック後の事後措置 　　　　　　　　　５１件

　　　　　(ｲ) 復職に関する相談、健康相談、その他 　　　　　１３４件

・　保健師

(ｱ) 保健指導室における実施件数                   ７２８件

(ｲ) 各出先機関における実施件数                   ３０７件　　　　　　　　　　

イ　集団、グループを対象としての保健指導    　４回   ２２６件

ウ　電話による保健相談・指導                         ４７２件

エ　文書による保健指導                         　６，２０８件

オ　メールによる保健指導 　　　　　　　　　　　　　　５１４件

（７）　ストレス相談

ア　相 談 件 数　　　　　　　　　　　　　　　イ　所属・家族による相談件数

	相談件数
	備考

	
	実人数
	うち新規受付

	５８６件
	１４４人
	６１人


	相談件数
	相談対象職員数

	５８７件
	１２７人


（８）　ストレスチェック

ア　実施期間
　　　平成30年9月3日（月）～9月21日（金）
イ　受検状況
	対象者数
	受検者数
	受検率

	9,396名
	8,465名
	90.1％


ウ　集団分析状況
	対象所属数
	集団分析所属数

	223所属
	215所属


※8所属については、受検者（複数回答等回答に不備のあった職員を除く）が10名未満のため、分析不可
（９）　安全衛生協議会の開催

	年      月      日
	審　　議　　事　　項　　及　　び　　報　　告　　事　　項

	平成３０．６．１５
	(1)29年度　職員健康管理事業の実施状況（第４四半期）について

・部局別時間外勤務

(2)30年度　職員安全衛生関係　年間スケジュール

・30年度　健康管理事業計画

	平成３０．１２．７
	(1)29年度職員健康管理事業の報告及び平成30年度（上半期）の実施状況について

　・部局別時間外勤務

(2)その他

　・病者（休業者）報告書の様式改正について（案）

・ストレスチェック制度実施状況（受検率）について　他


（10）　本庁安全衛生委員会の開催

	年      月      日
	審　　議　　事　　項　　及　　び　　報　　告　　事　　項

	平成３０．７．２４
	(1) 29年度　職員健康管理事業（第４四半期）の実施状況

・部局別時間外勤務

(2)30年度　職員安全衛生関係　年間スケジュール

・30年度　健康管理事業計画

	平成３０．９．１８
	(1) 30年度　職員健康管理事業（第1四半期）の実施状況

・部局別時間外勤務

	平成３０．１２．１１
	(1) 30年度　職員健康管理事業（第2四半期）の実施状況　
　・部局別時間外勤務
(2)その他
　・ストレスチェック制度実施状況（受検率）について　他

	平成３１．３．１９
	(1) 30年度　職員健康管理事業（第3四半期）の実施状況

　・部局別時間外勤務


（11）　咲洲庁舎安全衛生委員会の開催

	年      月      日
	審　　議　　事　　項　　及　　び　　報　　告　　事　　項

	平成３０．７．１８
	(1) 29年度　職員健康管理事業（第４四半期）の実施状況

・部局別時間外勤務

(2)30年度　職員安全衛生関係　年間スケジュール

・30年度　健康管理事業計画

	平成３０．９．２０
	(1) 30年度　職員健康管理事業（第1四半期）の実施状況

・部局別時間外勤務

	平成３０．１２．６
	(1) 30年度　職員健康管理事業（第2四半期）の実施状況　
　・部局別時間外勤務
(2)その他
　・ストレスチェック制度実施状況（受検率）について　他

	平成３１．３．１４
	(1)  30年度 職員健康管理事業（第3四半期）の実施状況　ほか

　・部局別時間外勤務

(2) 咲洲庁舎関連について


（12）　嘱託産業医委嘱状況

	担　当　所　属　名
	担　当　産　業　医
	相 談 件 数

	なにわ北府税事務所　　　他1事業場

寝屋川水系改修工営所　　

なにわ南府税事務所　　　他２所属

中央府税事務所　　　　　他２所属

中河内府税事務所　　　　他３所属

北河内府税事務所　　　　他１所属

三島府税事務所　　　　　他４所属

茨木保健所

豊能府税事務所　　　　　他１所属

鳳土木事務所　　　　　　他３所属

教育センター　　　　　　　

泉南府税事務所　　　　　他２所属

泉佐野保健所　　　　　　他２所属

南河内府税事務所　　　　他４所属

中央子ども家庭センター

中央子ども家庭センター第一保護課
修徳学院
八尾土木事務所
	桝屋　義雄

杉岡　武彦

近藤　寛也

浅井　晃

岩本　伸一

阿部　源三郎

井上　隆

城谷　敬子

仁科　昌久

山崎　雄一郎

小田　真

別所　哲司

宮本　治子

東條　正英

大屋　正章

河野　朗久
藤江　博
北中　淳悟
	９件

４件

４件

１８件

１１件

９件

６件

５件

１１件

１０８件

０件

８件

１１件

１０件

０件

０件
０件
１件

	
	２１５件


	ストレス相談室
	館　純子
稲田　泰之

北中　由里

北中　淳悟

吉田　祥


	本庁
	濵野　萬智子

安山　圭一


 公務災害グループ
１　常勤職員の災害補償について

(1)　地方公務員災害補償基金大阪府支部

地方公務員災害補償基金（以下「基金」という。）は、地方公務員等の公務災害又は通勤災害に対する補償その他必要な事業を実施するため、地方公務員災害補償法（以下「法」という。）に基づいて設置された法人であり（法第３条）、主たる事務所（基金本部）を東京都に、従たる事務所（支部）を都道府県及び指定都市ごとに置くこととされている（法第４条）。

大阪府支部は、総務部人事局企画厚生課内に設置され、大阪府、府内市町村（大阪市及び堺市を除く。）及び一部事務組合等の常勤職員の災害補償に関する事務を行っている。
(2)　大阪府支部の組織

支部長には大阪府知事があたり（基金定款第３条）、副支部長、事務長、事務次長、主査、主事、出納員その他の職員は大阪府職員が便宜供与により兼任している（法第１３条第１項）。

(3)　基金の費用

基金の業務に要する費用は、各地方公共団体等の負担金その他の収入をもって充てることとされており、各地方公共団体等の負担金の額は、基金の定款で定める職務の種類による職員の区分に応じ、当該職務の種類ごとの職員に係る給与の総額に、基金の定款で定める割合をそれぞれ乗じ、さらに、都道府県、指定都市、中核市及び特例市においては、給付費と負担金の額の割合で算定した率（最大±２０％。５％ずつ４段階）を乗じて得た額の合計額とされている（法第４９条）。

大阪府支部においては、平成３０年度の概算負担金として総額1,428,872,403円を基金本部へ納付した。

(4)　 公務災害及び通勤災害の認定状況並びに補償等の実施状況

ア　公務災害及び通勤災害認定処理件数　　　　　　　　　　　（件）

	区　　　分
	平成２８年度
	平成２９年度
	平成３０年度

	府
	公務上
	1,146

(1)
	1,167

(1)
	902

(1)

	
	通勤該当
	136


	121


	96



	
	公務外
	24


	33

(2)
	20

(2)

	
	通勤非該当
	4


	9


	1

	市町村等
	公務上
	695

(2)
	731


	669

	
	通勤該当
	129


	183


	136

(1)

	
	公務外
	22


	27


	17

	
	通勤非該当
	0


	4


	4

	合　計
	公務上
	1,841

(3)
	1898

(1)
	1571

(1)

	
	通勤該当
	265


	304


	232

(1)

	
	公務外
	46


	60

(2)
	37

(2)

	
	通勤非該当
	4


	13


	5


　　（注）　（　）は、死亡事案の件数を内書きしている。
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0
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0
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20
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24
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24
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金

4

12,000,000

2

6,000,000

1
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特
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20
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24
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24
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4
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遺
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給

付

金

145

73,535,663

141

69,595,454

136

68,625,003

合　　　　　計

292

246,012,637

297

185,988,342

285

183,611,532

2,971

1,471,733,798

3,114

1,518,002,046

2,745

1,331,143,905

平 成 30 年 度

平 成 29 年 度

 総　　　　　　計 

区　　　　　分

平 成 28 年 度
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費

福
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２　非常勤職員の災害補償について

(1)　災害補償の実施機関

非常勤職員の災害補償は、非常勤職員の災害補償に関する条例（以下「条例」という。）により、議会の議員については議会の議長、執行機関たる委員会の非常勤の委員及び非常勤の監査委員については知事、その他の職員については各任命権者が実施機関となり、認定、補償等を行っている（条例第３条）。
なお、知事が実施機関となり認定、補償等に関する事務を行ったのは次のとおりである。
(2)　公務災害及び通勤災害の認定状況並びに補償等の実施状況

　　ア　非常勤職員の災害認定処理件数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（件）

	平成２８年度
	平成２９年度
	平成３０年度

	公務上
	通　勤

該　当
	公務外
	通　勤

非該当
	合　計
	公務上
	通　勤

該　当
	公務外
	通　勤

非該当
	合　計
	公務上
	通　勤

該　当
	公務外
	通　勤

非該当
	合　計

	７
	０
	０
	０
	７
	７
	２
	０
	０
	９
	１０
	４
	０
	０
	１４


　
	イ　非常勤職員の災害補償等実施状況
	
	

	区　　分
	平成２８年度
	平成２９年度
	平成３０年度

	
	件数
	補 償 等 額
	件数
	補 償 等 額
	件数
	補 償 等 額

	補　　償　　費
	
	件
	円
	件
	円
	件
	円

	
	療　養　補　償　費
	7
	923,333
	10
	3,023,953
	14
	5,897,558

	
	休　業　補　償　費
	0
	0
	2
	195,884
	3
	653,024

	
	障　害　補　償　費
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	
	合　　　計
	7
	923,333
	12
	3,219,837
	17
	6,550,582

	福祉事業費
	休　業　援　護　金
	0
	0
	2
	65,278
	3
	217,664

	
	障害特別支給金等
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	
	合　　　計
	0
	0
	2
	65,278
	3
	217,664

	総　　　　　計
	7
	923,333
	14
	3,285,115
	20
	6,768,246


事務事業実績
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		イ　公務災害及び通勤災害補償等実施状況 コウムサイガイオヨツウキンサイガイホショウトウジッシジョウキョウ

		区　　　　　分 クブン				平 成 28 年 度 ヘイセイトシド				平 成 29 年 度 ヘイセイトシド				平 成 30 年 度 ヘイセイトシド

						件　数 ケンスウ		補 償 等 額 タスクショウトウガク		件　数 ケンスウ		補 償 等 額 タスクショウトウガク		件　数 ケンスウ		補 償 等 額 タスクショウトウガク

		補　　　償　　　費 ホショウヒ				件 ケン		円 エン		件 ケン		円 エン		件 ケン		円 エン

				療養補償費 リョウヨウホショウヒ		2,437		617,687,706		2,576		765,613,320		2,236		597,481,454

				休業補償費 キュウギョウホショウヒ		1		72,036		2		1,138,898		0		0

				傷病補償年金 ショウビョウホショウネンキン		0		0		0		0		0		0

				障害補償費 ショウガイホショウヒ		87		233,905,038		92		213,062,489		82		203,172,009

				介護補償費 カイゴホショウヒ		7		3,983,820		6		3,937,970		6		3,600,590

				遺族補償費 イゾクホショウヒ		143		366,025,801		139		346,446,147		135		341,855,660

				葬祭補償費 ソウサイホショウヒ		4		4,046,760		2		1,814,880		1		1,422,660

				合　　　　　計 ゴウケイ		2,679		1,225,721,161		2,817		1,332,013,704		2,460		1,147,532,373

		福　　　祉　　　事　　　業　　　費 フクシジギョウヒ		補装具費 ホソウグヒ		3		255,004		2		114,239		4		2,539,608

				リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン費 ヒ		0		0		0		0		2		326,913

				アフターケア費 ヒ		3		748,666		3		787,872		3		779,455

				休業援護金 キュウギョウエンゴキン		1		24,012		2		379,558		0		0

				奨学援護金 ショウガクエンゴキン		3		846,000		3		806,000		2		812,000

				就労保育援護金 シュウロウホイクエンゴキン		0		0		0		0		0		0

				傷病特別支給金 ショウビョウトクベツシキュウキン		0		0		0		0		0		0

				障害特別支給金 ショウガイトクベツシキュウキン		20		8,010,000		24		4,690,000		24		8,250,000

				遺族特別支給金 イゾクトクベツシキュウキン		4		12,000,000		2		6,000,000		1		3,000,000

				障害特別援護金 ショウガイトクベツエンゴキン		20		36,350,000		24		22,600,000		24		36,200,000

				遺族特別援護金 イゾクトクベツエンゴキン		4		67,100,000		2		37,200,000		1		18,600,000

				傷病特別給付金 ショウビョウトクベツキュウフキン		0		0		0		0		0		0

				障害特別給付金 ショウガイトクベツキュウフキン		89		47,143,292		94		43,815,219		88		44,478,553

				遺族特別給付金 イゾクトクベツキュウフキン		145		73,535,663		141		69,595,454		136		68,625,003

				合　　　　　計 ゴウケイ		292		246,012,637		297		185,988,342		285		183,611,532

		総　　　　　　計  ソウケイ				2,971		1,471,733,798		3,114		1,518,002,046		2,745		1,331,143,905






